
1 

 

第 50 回 総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント 

参加報告レポート  広島県サッカー協会所属 福山大学 2 年 小澤陸央 

 

 

◆大会日時 

2026 年 9 月 1 日(火)〜9 月 6 日(日) 

   9 月 1 日(火)  移動日・プラクティカル 

   9 月 2 日(水)  1 回戦 

   9 月 3 日(木)  フィールドワーク 

   9 月 4 日(金)  2 回戦 

   9 月 5 日(土) OFF 

   9 月 6 日(日) 準々決勝 

 

◆大会参加スケジュール 

2026 年 9 月 1 日(火)〜9 月 6 日(日) 6 日間 

      9 月 1 日(火)  移動日・プラクティカル・競技規則テスト 

   9 月 2 日(水)  甲南大学 vs 東海学園大学 主審 

   9 月 3 日(木)  フィールドワーク 

   9 月 4 日(金)  法政大学 vs 桐蔭横浜大学 

   9 月 5 日(土) OFF 

   9 月 6 日(日) 桐蔭横浜大学 vs 国士舘大学 

          帰宅 

 

 

 

◆会場 

・宮城会場 

 セイホクパーク石巻フットボール場 

 WACK 女川スタジアム 

 女川町総合運動公園 第一多目的運動場 

 七ヶ浜サッカースタジアム 

 女川町総合運動場 第二多目的運動場 

 みやぎ生協めぐみ野フットボール場 A グラウンド 

 キューアンドエースタジアムみやぎ 

・岩手会場 

 遠野運動公園 多目的運動場 

 遠野市国体記念公園市民サッカー場 A コート 

 遠野市国体記念公園市民サッカー場 B コート 

 岩手県フットボールセンター 

 いわぎんスタジアム 
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◆参加審判員 

1 回戦～準々決勝  

東北(1 名)  生駒創史   

関東(5 名)  糸井太陽、田中陽哉、林原晴、加藤聖二、 

榎本隆之助  

東海(3 名)  藤井翼、山田晴翔、小澤拓夢  

関西(3 名)  行澤諒、北條結羽、辻大楽 

中国(3 名)  近藤琢哉、佐野生昂、小澤陸央  

                      計 16 名 

 

準決勝・決勝 

東北(1 名)  生駒創史 

関東(1 名)  黒澤航介 

東海(1 名)  渡邉彪斗 

九州(1 名)  兼俵大海 

                      計 4 名            

 

 

◆参加インストラクター・マネージャー 

大柿拓馬氏、青山健太氏 、赤阪修氏、柳岡拓磨氏、辛島宗烈氏 

蒲澤淳一氏、唐木田徹氏、長谷川豊氏、金玄虎氏、阿久津憲仁氏、櫻井洋輔氏 

                                      計 11 名 

 

 

◆研修テーマ 

「安全・信頼・魅力あるゲームコントロール」 

〈キーインシデント〉 

 ・ペナルティーエリア内の判定 

 ・ハンド（特にゴール付近のシュートブロック） 

 

〈ベンチコントロール〉 

 ・判定に対する異議 

  主審が対応をすること。ベンチも気にしながら。 

 

まずは、正しい判定をしましょう。 

 

◆研修日程・大会割り当て 

2026 年 9 月 1 日(火)  移動・プラクティカル 

 

2026 年 9 月 2 日(水)  1 回戦 14：00kickoff  ＠女川町総合運動場 第一多目的運動場 

   東海学園大学 VS 甲南大学  主審  INS：櫻井洋輔氏 

 

2026 年 9 月 3 日(木)  フィールドワーク（仙台市内） 
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2026 年 9 月 4 日(金)  2 回戦 11：00kickoff  ＠セイホクパーク石巻フットボール場 

   法政大学 VS 桐蔭横浜大学   副審１     INS：青山健太氏 

 

2026 年 9 月 5 日(土)  OFF  

 

2026 年 9 月 6 日(日)  準々決勝 11：00kickoff  ＠女川町総合運動場 第二多目的運動場 

   桐蔭横浜大学 VS 国士舘大学   副審１     INS：青山健太氏 

 

 

 

◆振り返り 

□9/1(火) 移動日 

・プラクティカル ＠石巻フットボールパーク 担当：辛島氏・青山氏 

 競技規則改正点の確認 

 〈スローイン〉 

 ・ボールをとってから投げられる状態になるまでそのようにマネジメントするか。声または笛 

 ・既定の距離を守らせる。投げる競技者も守備側競技者も同様に。 

 ・笛が必要な時には使用をする。 

 

 〈ゴールキック〉 

 ・キッカーがボールをセットしてから助走をとるまで待ってあげてもよいのでは。 

 ・それでも遅くしているのであればカウント。 

 ・それまでにもスローインと同様に声または笛を用いてマネジメントする。 

 

 〈ロングスロー〉 

 ・逆サイドの選手がスローワーになることもあるためどうしたら 

急いで準備してもらえるのか行動する。声掛けまたは笛。 

その選手に寄り添う形も有効なのでは。 

 

 

 

□9 月 2 日(水) 1 回戦 

  ○東海学園大学 VS 甲南大学 主審 

 ◎良かった点 

  ・一試合通しての運動量 

  ・争点に対しての距離感と角度 

  ・ペナルティーエリア内でのコンタクトを良いポジションで監視。 

  ・シグナルが明確で見栄えもよかった。 

 △改善点 

  ・飲水タイムのタイミングや場所の考慮 

  ・ホールディングの反則の制度を上げたい 
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□フィールドワーク 

  4 人グループに分かれて宮城の歴史・文化・街並みを学ぶ。 

 ・震災遺構 仙台市立荒浜小学校 

 ・仙台牛タン 利久 

 ・仙台朝市 海鮮 

 ・仙台駅 ずんだシェイク 

 

  仙台市立荒浜小学校では、2011 年に起きた東日本大震災について学びました。 

 津波の影響で形が崩れるベランダの柵やがれきなどで剥がれ落ちている１階の天井、２階の床から 

 ４０センチまで到達した津波の後など、当時の津波の恐ろしさを見て学びました。 

 また、映像から当時の状況を荒浜小学校の当時の校長先生や教頭先生、教職員、生徒さんのインタビ

ューから当時の怖さや大変さなど学びました。 

   

□９月４日(金) 2 回戦 

  〇法政大学 VS 桐蔭横浜大学 副審１ 

 ◎良かった点 

  ・ラインキープ 

  ・得点につながるオフサイドの見極め◎ 

  ・主審とのアイコンタクト 

  ・4th とのコミュニケーション 

 △改善点 

  ・ベンチコントロール 

  ・止血の確認が済んだ選手の復帰のタイミング 

  ・競り合いの中での顔と腕の接触の見落とし 

 

□９月５日(土) OFF 

 

□９月６日(日) 準々決勝 

  〇桐蔭横浜大学 VS 国士舘大学 副審１ 

 ◎良かった点 

  ・ラインキープ 

  ・得点につながるオフサイドの見極め 

  ・２つのファールサポート 

  ・主審とのアイコンタクト 

  ・4th とのコミュニケーション 

 △改善点 

  ・スローイン時の片足ラインアウト 

  ・最終ラインでのオフェンスファール 

   サポート出来たらもっと良い 
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◆最後に 

 この度は、第 50 回 総理大臣杯全日本大学サッカートーナメントに参加させていただき、ありがとう

ございました。この場をお借りして、中国サッカー協会や広島県サッカー協会、学連関連のすべての関

係者の皆様に感謝申し上げます。 

 今回、総理大臣杯に参加させていただき、大学サッカー最高レベルの試合を担当できたことは、これ

からの審判活動において非常に大きな経験になりました。 

また、大会期間中に実施された競技規則テストでは、満足のいく点数を取ることができませんでし

た。テスト内容は競技規則改正点でしたが、その内容が正しく理解できていませんでした。やはり準備

段階から時間をかけ、大会に向けた準備をしっかりと行うことの重要さを改めて感じました。 

今大会で得た経験や課題から、正しい判定をするためにどのようにしたらよいか追求し、選手や監

督、スタッフの方々が納得できるゲームコントロールを目指し、今後の広島県や中国地域での活動に取

り組んでいきたいと思っております。 

また、今回の総理大臣杯では、１回戦での主審が１試合、２回戦・準々決勝の副審が２試合でした。

この結果に満足することなく、今後より多くの主審の割り当てをいただき、２回戦、準々決勝などの試

合でも担当を任せていただけるよう、謙虚にコツコツと努力を積み重ね、今以上のレフェリングができ

るよう取り組んでまいります。 

今後とも、ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


